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いもはりに行ったう、ミミズがいたよ。

ぼくたちパラ租とリラ組のお友達は、宗像
の畑に「じゃがいも掘り」に行ったよ。リン
ゴみたいなデカイモやビー玉みたいなチビイ
モがたくさん掘れたよ。
でも、大きなミミズをみつけた時が一番楽
しカ、ったナ。
水巻吉田保育園　パラ組　がのう　じょう′＼し



田
田
の
回
田
四
日
岩
竺
日

収
粂
醇
に
発
っ
て
み
た
ら
、

マ
ナ
ー
の
感
さ
が
卑
各
ま
し
た
。

●
商
工
会
婦
人
部
　
ご
み
収
集
体
験
レ
ポ
ー
ト
●

文
明
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
も
い
わ
れ
る
「
ご
み
」
。
家
庭
か
ら
出
さ
れ

る
ご
み
を
集
め
、
処
理
す
る
こ
と
は
、
快
適
な
町
づ
く
り
の
第
一
歩
と
い

え
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
私
た
ち
の
出
す
ご
み
は
、
き
ち
ん
と
マ
ナ
ー
が
守
ら
れ
て

い
る
で
し
ょ
う
か
。
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
月
の
特
集
は
、
水
巻
町
商
工
会
婦
人
部
の
平
井
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
に

収
集
車
に
乗
っ
て
い
た
だ
き
、
ご
み
の
収
集
作
業
を
体
験
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
そ
の
時
の
記
録
で
す
。

作
業
を
し
た
の
は
六
月
十
九
日
の
朝
八
時
か
ら
九
時
ま
で
の
一
時
間
。

収
集
地
区
は
吉
田
団
地
。
こ
の
日
は
「
燃
え
る
ご
み
」
の
収
集
日
で
し
た
。

0ご覧ください。この有様0
燃えないごみ、ビン・カン類、燃え
るごみがパラパラに出してありま

した。

水
切
り
を
し
て
な
い
ご
み
は
、
袋

を
持
つ
と
す
ぐ
分
か
る
ん
で
す
ね
。

重
た
い
し
、
な
か
に
は
汁
が
垂
れ
て

い
る
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。

パ
ッ
カ
ー
串
（
収
集
車
）
に
ご
み

が
た
ま
っ
て
く
る
と
、
回
転
羽
根
で

奥
へ
圧
縮
す
る
と
き
、
ご
み
袋
か
ら

プ
シ
ュ
ー
と
勢
い
よ
く
汚
れ
た
水
が

飛
び
出
し
て
く
る
ん
で
す
。
危
な
く

顔
に
か
か
り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
に
作
業
し
て
み
て
「
な
る
ほ

ど
、
水
切
り
は
大
切
だ
な
。
」
と
、

つ
く
づ
く
思
い
ま
し
た
。

そ
れ
と
、
袋
の
口
を
結
ん
で
な
い

ご
み
も
多
か
っ
た
で
す
ね
。
収
集
率

に
投
げ
込
も
う
と
す
る
と
、
袋
か
ら

ご
み
が
こ
ぼ
れ
て
し
ま
っ
た
り
、
残

飯
で
収
集
車
が
汚
れ
て
し
ま
っ
た
り

し
ま
し
た
。

と
に
か
く
、
私
た
ち
主
婦
の
心
掛

け
が
一
番
で
す
ね
。



押葉・ごみを考える

、ガ＿こ＿＿
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滋 点 鉦

0収集日の前日から出してあった生ごみです。
猫がかじって穴があいていました。

0蕎麦おて

ル
ー
ル
を
守
ら
な
い
ご
み
が
多
い

の
に
は
驚
き
ま
し
た
。

燃
え
る
ご
み
の
日
な
の
に
、
燃
え

な
い
ご
み
や
ビ
ン
・
カ
ン
類
が
出
き

れ
て
い
る
九
で
す
。
し
か
も
バ
ラ
バ

ラ
に
…
…
残
飯
を
袋
に
も
入
れ
ず
ダ

ン
ボ
十
ル
箱
に
う
つ
し
た
も
の
。
土

が
付
い
た
ま
ま
の
雑
草
。
前
の
日
か

ら
出
さ
れ
た
生
ご
み
を
猪
が
か
じ
っ

て
散
ら
か
し
た
も
の
。
こ
れ
で
は
収

集
す
る
人
も
大
変
で
す
よ
。

き
ち
ん
と
出
さ
れ
た
ご
み
は
、
作

業
も
早
い
し
、
き
れ
い
に
気
持
ち
よ

く
片
付
き
ま
す
。
で
も
、
燃
え
な
い

ご
み
や
ビ
ン
・
カ
ン
な
ど
が
出
さ
れ

て
い
る
と
、
収
集
で
き
な
く
て
、
と

っ
て
も
残
念
で
し
た
。

「
自
分
一
人
く
ら
い
な
ら
」
と
い
う

軽
い
気
持
ち
な
ん
で
し
ょ
う
が
、
そ

れ
が
一
番
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

ご
み
を
見
る
と
、
出
し
た
人
の
性
格

が
分
か
る
よ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

0タンボール箱に入れてあった
残飯のカレーが、パッカー車
のステップにこぼれ落ちまし

た。

うん袋めてを琵

芸す肺葉手簡）書



四
四
四
周
回
日
日
日
日

埋
立
地
の
命
は
1
5
年
。

だ
か
ら
、
努
力
が
必
要
で
す
。

私
た
ち
か
出
す
ご
み
は
、
二
戸
当
た
り
年
間
約
九
百
七
十
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

こ
の
ご
み
の
処
理
に
は
約
七
千
六
百
円
の
経
費
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。

今
年
三
月
、
岡
垣
町
戸
切
に
「
岡
垣
清
掃
セ
ン
タ
ー
」
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
遠
賀
・
中
間
広
域
行
政
事
務
組
合
が
五
十
六
億

円
を
投
入
し
て
建
設
し
た
施
設
で
す
。
埋
立
地
の
規
模
は
二
十
一
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
、
今
後
十
五
年
間
の
ご
み
を
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

平
井
さ
ん
と
佐
藤
さ
ん
に
は
、
こ
の
セ
ン
タ
ー
も
見
学
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

ビ
ン
・
カ
ン
類
を
別
に
収
集

ど
う
し
て
、
燃
え
る
ご
み
と

燃
え
な
い
ご
み
を
分
け
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
す
か
。

養
そ
れ
は
、
ご
み
の
種
類
に
よ

っ
て
処
理
の
方
法
が
違
う
か
ら
で
す
。

ご
み
は
、
燃
や
す
、
小
さ
く
す
る
、

選
別
す
る
、
埋
め
立
て
る
と
い
う
方
法

で
処
理
し
て
い
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
は
焼
却
炉
で
燃
や
し
、

燃
え
か
す
を
埋
立
地
へ
運
び
ま
す
。

燃
え
な
い
ご
み
や
粗
大
ご
み
は
、
い

・．ニ・・・踊

えー一一ここ－ここ－よ

岡 垣 清掃 セ ン ター施 設 長

安 永 仙 之 助 さ ん

す
る
の
は
ど
う
し
て
で
す
か
。

ビ
ン
や
カ
ン
は
燃
え
ま
せ
ん

っ
た
ん
破
砕
機
で
小
さ
く
し
た
あ
と
、

選
別
機
で
、
燃
え
る
も
の
、
燃
え
な
い

も
の
、
金
属
類
に
分
け
ま
す
。
そ
し
て

燃
え
る
も
の
は
焼
却
し
、
燃
え
な
い
も

の
は
埋
め
立
て
、
金
属
類
は
回
収
し
て

再
利
用
し
て
い
ま
す
。

燃
え
る
ご
み
の
中
に
金
属
類
な
ど
が

入
っ
て
い
る
と
、
燃
え
か
す
と
一
緒
に

埋
立
地
へ
運
び
ま
す
か
ら
、
そ
の
分
、

埋
立
地
の
寿
命
が
短
く
な
り
ま
す
。

（

ね
。
燃
え
な
い
ご
み
は
埋
め
立
て
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
施
設
の
埋

立
地
は
十
五
年
分
の
ご
み
し
か
埋
め
立

て
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

埋
立
地
を
で
き
る
だ
け
長
く
使
う
こ

と
、
そ
し
て
資
源
を
無
駄
に
し
な
い
こ

と
は
私
た
ち
の
願
い
で
す
。
そ
の
た
め

ビ
ン
・
カ
ン
類
は
別
に
収
集
し
て
、
リ

サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
選
別
し
直
し
、

製
鉄
所
や
ビ
ン
工
場
で
再
生
し
て
い
ま

す
。
つ
ま
り
、
ご
み
の
量
を
減
ら
し
、

大
切
な
資
源
と
し
て
再
利
用
し
て
い
る

わ
け
で
す
。
な
る
ほ
ど
、
ご
み
を
分
け
て

出
す
こ
と
は
、
そ
れ
な
り
の
理
由
が
あ



押葉・ごみを考える

ごみ処理の流れ
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っ
た
の
で
す
ね
。
説
明
を
聞
い
て
よ
く

理
解
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
大
変
で
す
ね
。
で
は

金
属
類
は
な
ぜ
困
る
の
で
す
か
。

燃
え
る
ご
み
の
中
に
は
、
金

属
類
が
一
割
か
ら
二
割
も
混
ざ
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
が
原
因
で
、
燃
え
か
す
を

運
ぶ
コ
ン
ベ
ア
ｔ
が
故
障
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

●

ピ
ン
・
カ
ン
の
処
理
の
ト
ラ

プ
ル
は
な
い
の
で
す
か
。

ビ
ン
・
カ
ン
類
は
岡
垣
町
に

ご
み
の
処
理
で
困
っ
て
い
る

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
処
理
し

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
こ
の
中
に
も
約

三
割
く
ら
い
ほ
か
の
物
が
混
ざ
っ
て
い

て
、
遠
別
に
大
変
な
手
間
が
か
か
っ
て

い
ま
す
。

こ
と
は
何
で
す
か
。

意
外
に
多
い
で
す
ね
。

ご
み
を
き
ち
ん
と
仕
分
け
す

ま
ず
は
「
水
切
り
」
で
す
ね
。

家
庭
か
ら
出
さ
れ
た
ご
み
を
調
べ
て
み

た
ら
、
約
半
分
が
水
分
で
し
た
。
水
分

が
多
い
ご
み
は
燃
え
に
く
い
し
、
時
間

も
か
か
り
ま
す
。
ご
み
処
理
の
経
費
を

少
な
く
す
る
た
め
に
も
、
水
切
り
は
大

切
な
こ
と
で
す
。

る
こ
と
は
、
資
源
を
無
駄
に
せ
ず
、
経

費
の
節
約
に
も
な
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
も
う
一
度
、
ご
み
の
出
し
方
を
考
え

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
は
私
た
ち
一
人
一
人
の

生
ご
み
の
水
分
は
す
ご
い
で

責
任
で
す
ね
。
り
っ
ぱ
な
施
設
を
長
く

使
い
続
け
る
た
め
に
も
、
協
力
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
で
す
ね
。

す
ね
。
今
日
収
集
し
た
ご
み
の
中
に
も

随
分
重
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
に
、
燃
え
る
ご
み
の
申

に
危
険
物
や
金
属
類
が
入
っ
て
い
る
の

も
因
り
ま
す
。
ス
プ
レ
ー
缶
や
油
缶
、

電
池
な
ど
が
焼
却
炉
の
中
で
爆
発
し

て
、
職
員
が
ケ
ガ
や
や
け
ど
を
し
た
こ

と
も
あ
る
の
で
す
よ
。



タマネギが
日にしみました

少年教室が野外研修

少年教室では6月17日、少年自然

の家で一泊の野外研修をしました。

夕べのつどい・レクリエーション・

テント設営・野外炊飯など、楽しさ

盛りだくさんのスケジュールです。

二日目の野外炊飯はカレーライス

に挑戦しました。飯ごうでご飯を炊

くのは初めての子が大半です。食器

係、まき係、調理係に分かれて、米

を研いだり、火の付け方や水加減を

教わったりしました。タマネギも

「目がいたいよ－」と、涙を流しな

がら刻みました。

そして見事なカレーの出来上が

り。「手作りだからおいしいね」と

みんなご機嫌でした。

町営住宅二団地のリフレッシュ計

画が着実に進んでいます。

この計画は、古くなったこ町営住

宅を取り壊して、中高層の住宅に建

て替えるというもの。昭和63年度か

ら平成3年度まで、三期の工事に分

けて、10棟1誕戸を建設することに

なっています。

昨年12月から始まった第一期工事

では、4階建の住宅2棟（32戸）が

廼設されています。建物本体の工事

費は約3億円。完成は10月未の予定

です。

間取りは、一般世帯向きの3ＤＫ

16戸、若夫婦・小家族向きの2ＤＫ

12戸、老人・単身者向きのｌＤＫ4

戸となっています。

10月末には
完成します

町営二団地建て替え工事

くたばれジャンボタニシ

生産組合が退治に乗り出す

田植えを目前に控えた6月上旬、

頃未生産組合のメンバーは、水巻駅

横の大平川で、ジャンボタニシ撲滅

作戦を展開しました。ルビー色の卵

を水中にかき落とし、ビー玉くらい

のタニシを一つ一つ拾うという作業

です。薬剤を使うと水を汚染するた

め、時間をかけてでも、人手によっ

て退治することになりました。「と

にかく、きりがないほど沢山いる。

地道に何回も取るしかない」と、山

本久敏組合長。昭和弱年に食用とし

て台湾から輸入され、またたく間に

繁殖したこのタニシ、田植え後の苗

を食い荒らすとあって、農家にとっ

ては深刻な問題です。

一′㌃



町民体育大会（6月4日）の結果

●バレーポ」ル
■優　勝　猪熊ママ

■準優勝　頃末クラブ
℡三　位　古賀クラブ・上ニクラブ

●卓　球
■男子Ｓ（Ａ級）①三浦理図番⑧舟津
寿一　■男子Ｓ（Ｂ級）（∋中野泰孝⑧
永松草　曹女子Ｓ ＣＡ級）①緒方裕子
⑧橋本宮代美　車女子Ｓ ＣＢ級）①舟
津照代⑧三浦好江　1ベテランの部①
伊東房男⑧塩田久子　車混合Ｗ ＣＡ）
①堀本・橋本組⑧舟津・鈴木組　■混
合Ｗ（白）①中野・黒瀬組⑧御幡・申
木組

書男子Ｗ（Ａ級）①時枝秀年・三池勲
（動清家秀敏・広渡秀樹
鵜男子Ｗ（Ｂ級）①西上正裕・松下良
治⑧茂野邦雄・秋武隆雄
■女子Ｗ（Ａ級）①江口和子・清家千
代⑧菅孝子・中村三重子
■女子Ｗ ＣＢ級）①川崎智重子・村田
智恵子⑧山口恵子・山口弘美

●剣Ｆ　．道

■一般女子①水田みず枝（頃宋）⑧井
出敏子（猪熊）
■三段以下（40歳未満）①茜多村道信
（二）⑧園田健一郎（樋口）
■四段以上（40歳未満）①久永孝治（
二）⑧黒木三郎（二）
曹四段以上（40歳以上）①滝口泉（み
ずほ）⑧田中照人（吉田）

今日の保育園は、園児たちが浮き

浮きしています。－6月18日「父

の日」、第二保育園ではお父さんや

お母さんを招いて花壇づくりをし

ました。真っ白なプランターに、チ

ューリップや船の絵をかいた後、小

さなスコップで親子いっしょに、ヨ

イショヨイショと土入れ競争です。

さて何を植えたのでしょうか？そ

れは内緒。一か月も前から二人で考

えた秘密の種や苗なのです。

次の日から、毎朝、毎夕、小さな

ジョロを片手に水かけにやってくる

親子の姿が見られるようになりまし

た。みごとな花を咲かせる日が楽し

みですね。

きょうは
ボクのお父さん

第二保育園で花壇づくり

大極拳を学んでいます

老人大学院が開講

6月上旬、水巻中央公民館で老人

大学院が開講しました。受講者は約

100人。郡内や中間市に住む60歳以

上の人が対象です。午前中は教養コ

ース、午後の2時間は書道、キリ

絵、園芸、大極拳の4コースに分か

れて、実技指導を受けています。中

でも大極皐は「肩こりなど体にいい

から」と、女性に人気があります。

手の運びや足の出し方が難しいよう

で初めはみんなぎこちない動きでし

たが、回を重ねるたびにメキメキと

上達しています。

「ゆっくりした動きだから疲れま

せんね」と、受講者の塚辺柳子さん

（梅ノ木団地）。自宅でも練習を欠

かさないとか。

伊左座小学校4年1組では6月中

旬、ゆとりの時間「伊左座タイム」

を利用してプリン石けんを作りまし

た。社会科の「ごみとくらし」の中

で、ごみの再利用などについてグ

ループ研究を重ねてきましたが、こ

の石けん作りも廃物利用の一例で

す。材料は、使い古しの食用油と残

りごはんとカセイソーダ。廃油を缶

に入れ、ごはんを加えて熱したあ

と、カセイソーダを入れ、熱湯を注

いでから、棒で混ぜます。「臭いに

おいがしたけど、おもしろかった。」

と吉田里美ちゃん。2週間もすると

プリンのようにクニヤクニャした石

けんができあがりました。

プリン石けんを
作ってみました

伊左座小4年1組



璃ス軒ト
7月1日から役場の機構が変わりました。

「都市計画課」と「社会教育課」が新設され、

17課（局・室）27係となりました。

今回の機構改革の重点は、（カ公園など都市

施設の管理体制を強化すること　②計画的な

町づくりのために都市計画部門を独立するこ

と　③生涯教育やボランティア活動を進める

ため、社会教育部門を独立すること　④高齢

化社会に対応するため、保健指導部門と医療

給付部門を統合することです。

この機構改革に伴い、課の配置換えと職員

の異動が行われました。

〔
昇
㍉
格
〕

●
住
宅
課
長
＝
青
田
紀
男
（
住
宅
管

理
係
長
）
●
住
民
生
活
課
長
＝
日
高

常
雄
（
行
政
係
長
）
●
税
怒
課
長
≠

田
中
亥
三
雄
（
水
道
管
理
係
長
）
●

都
市
計
画
課
長
＝
志
村
彰
三
郎
（
監

査
委
員
書
記
担
当
係
長
）

●

●
生
活
環
境
係
長
＝
松
村
和
男
（
社

会
教
育
係
主
査
〕
●
営
繕
係
長
甘
西

尾
啓
三
（
国
保
年
金
係
主
査
）
●
施

設
管
理
係
長
甘
武
鬼
一
三
（
課
税
係

主
事
）
　
●
麓
翠
係
長
甘
－
堤
野
久
男

（
財
務
係
主
事
）
●
第
一
保
育
所
々

長
甘
－
限
井
啓
子
（
同
主
任
保
母
）
●

第
三
保
育
所
々
長
甘
佐
原
示
幸
（
同

主
任
保
母
）

〔
異
　
動
〕

●
企
画
課
長
甘
細
美
英
明
（
企
画
振

興
課
長
）
●
都
市
計
画
課
参
事
甘
杉

本
勝
人
Ｃ
社
会
諌
参
事
）
●
社
会
教

育
課
轟
＝
沢
辺
事
敏
Ｃ
住
宅
課
長
）

●
学
校
教
育
課
長
甘
原
田
和
儀
（
教

育
課
長
）

●

●
監
査
委
員
書
紀
担
当
係
長
甘
田
村

邦
夫
（
用
地
係
長
）
●
用
地
係
長
甘

執
行
東
輿
Ｃ
環
境
衛
生
係
長
）
●
住

宅
管
理
係
長
甘
柴
田
正
詔
（
建
築
係

長
）
●
水
道
管
理
係
長
甘
岡
村
和
昭

（
住
宅
営
繕
係
長
）
●
第
二
保
育
所

所
長
甘
小
田
光
江
（
同
主
任
保
母
）



もいき込勿7％
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参議院議員通常選挙

（
投
票
の
方
法
）

投
票
は
、
選
挙
区
の
選
挙
と
比
例
代

表
の
選
挙
が
あ
り
ま
す
。
選
挙
区
選
挙

は
候
補
者
の
名
前
を
、
比
例
代
表
選
挙

は
政
党
な
ど
の
名
称
を
書
い
て
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

（
投
票
で
き
る
人
）

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

昭
和
亜
年
7
月
別
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
す
。

今
年
4
月
5
日
以
降
に
水
巻
町
に
転

入
届
を
し
た
人
は
、
前
住
所
地
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。

官
業
企
業
「
⊥
邑
丁
　
聞
刷
幽

●
庶
務
係
甘
嶋
田
幸
次
●
施
設
管
理

係
ＩＩ
徳
島
忠
●
財
務
係
＝
馬
場
次
碓

●
住
宅
管
理
係
＝
矢
野
率
男
●
課
税

係
甘
池
田
輝
子
・
手
嶋
重
責
●
納
税

係
＝
緒
方
義
雄
・
古
賀
博
貰
●
住
民

係
＝
相
澤
恵
子
●
国
保
年
金
係
＝
宇

津
宮
志
津
江
・
梶
山
寛
治
●
生
活
環

境
係
＝
芳
賀
健
児
●
民
生
係
甘
小
原

淳
子
●
社
会
教
育
係
＝
山
田
浩
幸

身
体
の
障
害
な
ど
で
字
が
書
け
な
い

人
は
「
代
理
投
票
」
を
、
視
覚
障
害
の

人
は
「
点
字
投
票
」
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
希
望
す
る
人
は
係
に
申
し
出

て
く
だ
さ
い
。

、こ、・、母 諺‾郡 瑠慧影調 胴 陛 陛 函 惑

投 票 時 勝 璃 絹淵 臨習 監嘗苦お 昌

投票所名 場　　 所 ・地　 区 ・・．、。圭名

第1投票所
水巻町立 立屋敷、伊左座、みずほ団地、二、二町

伊左座小学校講堂 住、下二、下二町住、入江興産、林住宅

第2投票所
水巻町

第2保育所
吉田－、吉田二、吉田団地

第3 投票所
水巻町身体障害者 吉田三、美吉野団地、鯉口団地

福祉センター 鯉口分譲団地

第4投票所
水巻町中央公民館 頃末南、頃末北、机、高尾団地

大ホール 机社宅

第5投票所
水巻町 古賀、新生街、梅ノ木団地東

第3保育所 梅ノ木団地西、古賀団地

第6投票所 水巻町民体育館 高松団地、おかの台

第7投票所
水巻町立

猪熊小学校講堂
樋口、猪熊、猪熊町住

届
か
な
か
っ
た
人
は
、
投
票
日
に
「
印

鑑
」
を
持
っ
て
投
票
所
の
事
故
係
に
申

し
出
て
く
だ
さ
い
。
再
発
行
し
ま
す
。

投
票
所
の
入
場
券
は
、
投
票
日
の
前

日
ま
で
に
郵
送
し
ま
す
。
入
場
券
に
は

あ
な
た
が
投
票
で
き
る
投
票
所
が
記
載

し
て
あ
り
ま
す
。
6
月
2
9
日
以
降
に
町

内
転
居
の
届
出
を
し
た
人
は
、
前
住
所

地
の
投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
券
を
な
く
し
た
人
や
入
場
券
が

仕
事
や
旅
行
、
入
院
な
ど
で
投
票
日

に
投
票
で
き
な
い
人
は
、
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
役
場
一
階
の
選
挙
管
理

委
員
会
事
務
室
へ
ど
う
ぞ
。

●
期
　
間
　
7
月
2
2
日
ま
で
（
毎
日
午

前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後
5
時
ま
で
）

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
印
鑑

指
定
病
院
に
入
院
中
の
人
は
、
そ
の

病
院
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
郵
便
に
よ
る
投
票
）

自
宅
に
寝
た
き
り
で
い
る
人
な
ど
、

身
体
の
障
害
の
た
め
投
票
所
に
行
け
な

い
人
は
、
郵
便
で
投
票
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
郵
便
投
票
を
す
る
に
は
、
前

も
っ
て
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て
お
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



健康づくりシリーズ⑱

人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、
高
齢
者
問
題
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
先
月
か
ら
三
国
の
シ
リ
ー
ズ
で
、
遠
賀
病
院
の
清
水
さ
ん
に
、
お
年
寄

り
の
健
康
に
つ
い
て
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
今
月
の
テ
ー
マ
は
「
痴

呆
」
に
つ
い
て
で
す
。

ち
は
え
ノ

痴
呆
と
は
何
で
す
か

Ａ
脳
の
病
的
な
変
化
に
よ
っ
て
、

物
事
を
判
断
す
る
能
力
が
全
般

的
に
低
下
す
る
病
気
で
す
。
老
年
期
に

し
ば
し
ば
み
ら
れ
る
精
神
面
の
変
化
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
の
進
行
と
と
も
に
、
周
囲
の
人

の
援
助
が
な
け
れ
ば
、
日
常
生
活
が
送

れ
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。

ん
か
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
り
、
物
忘
れ

が
ひ
ど
く
な
っ
た
り
、
物
事
に
無
関
心

に
な
っ
た
り
し
た
時
に
、
簡
単
に
痴
呆

と
決
め
つ
け
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
手
遅

れ
に
な
る
と
命
取
り
に
な
る
も
の
や
、

治
療
が
で
き
る
の
に
放
置
し
た
た
め
に

真
性
の
痴
呆
に
な
っ
て
し
ま
う
も
の
も

あ
り
ま
す
か
ら
、
早
め
に
医
師
の
診
断

を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

痴
呆
の
原
因
は
何
で
す
か

痴
呆
ゐ
サ
イ
ン
を
教
え
て

く
だ
さ
い

Ａ
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
老
年

痴
呆
・
脳
血
管
性
痴
呆
・
正
常

Ａ
代
表
的
な
も
の
は
次
の
よ
う
な

症
状
で
す
。

し

ゆ

　

　

し

ゆ

よ

う

圧
水
頭
症
・
硬
膜
下
血
腫
・
脳
腫
瘍
・

ま
ひ

ア
ル
コ
ー
ル
痴
呆
・
進
行
麻
痺
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
慢
性
心
疾
患
・
糖
尿
病
・

甲
状
線
機
能
低
下
な
ど
の
身
体
的
異
常

か
ら
二
次
的
に
脳
障
害
が
起
こ
っ
て
痴

呆
に
な
っ
た
り
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
や

栄
養
障
害
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
原
因
で

痴
呆
は
起
こ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
お
年
寄
り
が
と
ん
ち

〔
物
忘
れ
〕
人
や
物
の
名
前
を
忘
れ

た
り
、
ガ
ス
・
水
道
の
始
末
が
で
き
に

は
い
か
い

く
く
な
り
ま
す
。
〔
排
掴
〕
行
き
先
が

分
か
ら
な
く
な
っ
た
り
、
帰
宅
で
き
ず

警
察
に
保
護
さ
れ
た
り
し
ま
す
。
〔
失

見
当
〕
相
手
や
曜
日
が
分
か
ら
な
く
な

っ
た
り
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
か
分
か

り
ま
せ
ん
。
〔
不
潔
〕
入
浴
や
着
替
え

を
い
や
が
り
、
暑
い
の
に
何
枚
も
着
こ

ん
だ
り
し
ま
す
。
〔
収
集
〕
役
に
立
た

〔

な
い
物
を
貯
め
こ
人
で
、
取
り
上
げ
る

と
怒
っ
た
り
し
ま
す
〔
夜
間
せ
ん
妄
〕

夜
寝
な
い
で
、
大
声
を
あ
げ
た
り
暴
れ

た
り
し
ま
す
。

お
世
話
は
愛
情
を
持
っ
て

お
年
寄
り
の
生
活
に
こ
の
よ
う
な
サ

イ
ン
が
で
て
き
た
り
、
以
前
に
比
べ
て

変
だ
な
と
思
う
様
子
が
あ
る
と
き
に
、

し
か

む
や
み
に
叱
っ
た
り
、
笑
っ
た
り
、
人

格
を
無
視
し
た
態
度
を
取
る
の
は
禁
物

で
す
。
お
年
寄
り
を
心
理
的
に
追
い
込

ん
で
し
ま
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
温
か

い
愛
情
で
受
け
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

年
を
と
っ
て
痴
呆
症
状
が
で
て
き

て
、
何
も
で
き
な
い
よ
う
に
み
え
る
お

年
寄
り
に
も
、
昔
得
意
だ
っ
た
こ
と
な

ど
で
必
ず
何
か
や
れ
る
こ
と
が
あ
る
も

の
で
す
。
忍
耐
強
く
待
っ
て
あ
げ
ま
し

ょ
う
。
そ
の
成
功
感
か
ら
驚
く
ほ
ど
症

状
が
好
転
し
た
例
が
、
い
く
つ
も
あ
り

．感
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〆？るた句窺
高額療養費の計算方法

●月の1日から月末まで、つ

まり層月ごとの受診につい

て計算。

ｅ一つの病院・診療所ことに
計算。（2つ以上を合計する

ことはできません）

ｅ一つの病院・診療所でも、

通院と入院は別計算。

0総合病院の各診療科での医

療費は、それぞれ別計算。

ｅ同じ病院で、内科などと歯
科がある場合、歯科は別計

算。

ｌ匹て駆．

ｅ保険がきかない差額ベッド

料や基準看護の病院に入院

したときの付き添い看護料

などは、支給の対象外。

住
民
税
非
課
税
世
帯
　
3
　
　
万

六
月
一
日
か
ら
、
国
民
健
康
保
険
の

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額
が
次

の
よ
う
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

●
一
般
の
世
帯
　
五
万
七
千
円
（
年
四

回
以
上
の
場
合
は
三
万
三
千
円
）

●
住
民
税
非
課
税
世
帯
　
三
万
一
千
八

百
円
（
年
四
回
以
上
の
場
合
は
二
万

二
千
二
百
円
）

病
気
や
け
が
を
し
て
、
手
術
や
入
院

を
し
た
と
き
、
心
配
な
の
は
医
療
費
の

支
払
い
で
す
。
で
も
、
ご
安
心
く
だ
さ

い
。
国
民
健
康
保
険
に
は
「
高
額
療
養

円

1

3

万

1

8

0

0

円

費
」
の
支
給
制
度
が
あ
り
ま
す
。

高
額
療
養
費
と
は
、
医
療
費
が
高
額

に
な
っ
た
場
合
、
後
で
払
い
戻
し
を
受

け
る
制
度
の
こ
と
で
す
。
一
か
月
分
の

自
己
負
担
額
が
一
定
額
（
自
己
負
選
限

度
額
）
以
上
の
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

高
額
療
養
費
は
次
の
四
つ
の
ケ
ー
ス

の
場
合
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
手
続
き
に

は
、
国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
領
収

書
が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
役
場
国
保

年
金
係
（
㊦
番
窓
口
）
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

¢自己負担額が5万7，000円を超え
たとき

同じ人が、同じ月内に一つの病

院で5万7，000円以上（住民税非

課税世帯は3万1，800円以上）の

自己負担金を支払った場合、そ

の超えた分について、あとで国

保から払い戻されます。

¢世帯合算ができます

＼ノ万円以上

一つの世帯で、病人やけが人が

二人以上いて、同じ月内に3万

円以上（住民税非課税世帯は2

万1，000円）の自己負担金をそれ

ぞれ支払った場合、合算して5

万7，000円を超えた分について、

高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
額
が

6
月
1
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。

一

般

　

の

　

世

　

帯

　

5

万

4

0

0

0

円

1

5

万

7

0

0

0

円

¢高額な治療を長期間続ける場合
高額な治療を長期間続ける必

要がある病気（血友病や人工

透析の必要な慢性腎不全）の

場合、自己負担額は1が月1

万円以内の支払いで済みます。

特定疾病療養受療証の交付手

続きが必要です。



財

消
費
税
導
入
に
伴
い
、
下
水
道
料
金

と
中
央
公
民
館
な
ど
の
施
設
使
用
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

新
料
金
は
、
現
在
の
使
用
料
に
消
費

税
分
三
部
を
上
乗
せ
し
た
も
の
で
す
。

下
水
道
料
金
は
、
一
立
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
現
行
百
三
十
五
円
か
ら
百
四
十

円
に
改
定
さ
れ
ま
す
。
8
月
ｌ
日
以
降

の
検
針
分
か
ら
適
用
さ
れ
、
9
月
納
付

分
か
ら
お
支
払
い
い
た
だ
く
こ
と
に
な

不動愚應料相談
ト帽証内容　土地の売買、賃貸借、
交換、担保など
ト相紋日　毎月第1・第3金曜日
ト時　間　午後1時～4時
ト場　所　県庁1階・県民相談室
ト申込方法　前もって電話で予約
してください。

℡（092）651局1234番
（県民相談室）

交通事故のご相談は
お気軽にどうぞ
無料でご相談に
応じております

社団法人日本損害保険協会

小倉自動車保険
請求相談センター
北九州市小倉北区紺屋町9－1

明治生命小倉ビル8階

中
央
公
民
館
、
町
民
体
育
館
、
身
体

障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
施
設
使

用
料
は
、
9
月
1
日
か
ら
新
料
金
に
な

り
ま
す
。
み
な
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

詳
し
く
は
、
7
月
2
5
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人
は
、
六

月
中
に
「
現
況
届
」
を
出
さ
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
が
、
ま
だ
出
し
て
な
い
人

が
多
く
て
、
係
は
困
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
届
は
、
手
当
が
受
け
ら
れ
る
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
た
め
の
手
続
き
で

す
。
届
を
出
さ
な
い
と
、
引
き
続
い
て

受
給
で
き
る
資
格
が
あ
っ
て
も
、
六
月

分
以
後
の
支
払
い
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
す
。
忘
れ
て
い
た
人
は

急
い
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
は
、
差
押
強
化
月
間
で
す
。

納
税
係
で
は
、
差
し
押
さ
え
や
公
売

の
専
門
班
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

厳
し
い
方
針
で
滞
納
整
理
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

た
び
重
な
る
催
告
に
も
応
じ
な
い
滞

納
者
に
は
、
国
税
徴
収
法
に
も
と
づ
く

不
動
産
、
電
話
加
入
権
、
債
権
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
財

産
調
査
を
徹
底
し
て
行
い
、
税
負
担
の

公
平
に
努
力
し
ま
す
。

●
不
動
産
の
差
し
押
さ
え

土
地
や
家
屋
の
不
動
産
を
差
し
押
さ

え
る
と
、
登
記
簿
に
記
録
さ
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
滞
納
し
た
税
を
完
納
し
、

差
し
押
さ
え
が
解
除
さ
れ
て
も
、
差
し

押
さ
え
の
記
録
は
消
え
ま
せ
ん
。

●
賃
権
者
に
通
知
し
ま
す

不
動
産
の
差
し
押
さ
え
を
行
う
と
、

国
税
徴
収
法
第
5
5
条
に
も
と
づ
き
、
質

権
者
・
棍
抵
当
権
者
）
な
ど
に
、
差
し

押
さ
え
し
た
こ
と
を
通
知
し
ま
す
。

課
税
係
で
は
現
在
、
家
屋
の
全
様
調

査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
公
平
な
課
税
を
図
る

た
め
に
行
う
も
の
で
、
建
築
確
認
申
請

が
不
要
な
家
屋
や
申
請
漏
れ
の
家
屋
を

把
握
す
る
た
め
、
町
内
全
て
の
家
を
調

べ
る
も
の
で
す
。
（
公
営
住
宅
や
賃
貸

の
公
団
住
宅
を
除
き
ま
す
。
）

今
年
は
猪
熊
地
区
を
調
査
し
ま
す
の

で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

宅
地
や
建
物
の
取
り
引
き
業
務
に
必

要
な
「
宅
地
博
物
取
引
主
任
者
」
の
資

格
試
験
を
行
い
ま
す
。

●
受
付
期
間
　
7
月
3
1
日
～
8
月
4
日

●
受
験
資
格
　
①
高
校
を
卒
業
し
た
人

⑧
宅
地
・
建
物
の
取
り
引
き
の
業
務

経
験
が
二
年
以
上
の
人
　
⑧
知
事
が

認
め
た
資
格
を
所
有
す
る
人

●
試
験
日
　
1
0
月
1
5
日
午
後
1
時
か
ら

●
試
験
会
場
　
福
岡
市
内

●
願
書
配
付
　
7
月
1
0
日
か
ら
北
九
州

土
木
事
務
所
建
築
課
で
配
付
し
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
先

（
財
）
福
岡
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

⑪

（

0

9

2

）

7

8

1

局

5

1

6

9

番



芦
屋
基
地
で
は
、
夏
休
み
期
間
中
に

各
種
の
催
し
物
を
企
画
し
ま
し
た
。

●
航
空
教
室
（
8
月
3
日
～
8
月
5
日
）

対
象
は
中
学
生
・
高
校
生
の
男
女
約

4
0
人
。
体
験
搭
乗
や
模
擬
飛
行
機
試

乗
な
ど
（
2
泊
3
日
）

●
体
験
搭
乗
（
8
月
4
日
午
後
2
時
）

定
員
は
6
0
人
。
Ｙ
Ｓ
1
1
型
機
で
北
九

州
上
空
を
飛
行
し
ま
す
。

●
映
盲
と
音
楽
会
（
8
月
4
日
）

映
画
会
は
午
後
4
時
か
ら
、
ア
ニ
メ

映
画
や
航
空
映
画
を
上
映
。

音
楽
会
は
午
後
5
時
3
0
分
か
ら
、
音

楽
隊
に
よ
る
演
美
な
ど
。

●
納
涼
盆
踊
り
大
会
（
8
月
4
日
）

時
間
は
午
後
6
時
4
5
分
か
ら
、
婦
人

会
に
よ
る
競
演
・
模
擬
店
な
ど
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

体
験
搭
乗
の
受
け
付
け
は
7
月
2
3
日

午
前
9
時
か
ら
9
時
3
0
分
ま
で
。
詳

し
く
は
芦
屋
基
地
渉
外
室
⑪
2
2
3

局
0
9
8
1
番
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い

県
で
は
老
人
と
家
族
の
同
居
を
促
進

す
る
た
め
、
増
改
築
資
金
の
貸
し
付
け

を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
申
込
人
・
連
帯
保
証
人
の
資
格

2
0
歳
か
ら
5
9
歳
ま
で
の
人
で
、
県
内

に
一
年
以
上
住
み
、
月
収
が
十
万
円
以

上
の
人

●
受
付
期
間
　
7
月
1
1
日
～
1
1
月
3
0
日

●
貸
付
条
件
　
年
利
三
パ
ー
セ
ン
ト
で

償
還
期
間
は
十
年
以
内
、
最
高
百
二

十
万
円
ま
で
借
り
ら
れ
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先
　
役
場
老
人
児
童
係

鵬

堪

ニ　　　　 庭

ィ

．．り一

ネ㍉ リ

ヨガ 葺

ゆ ●

● ｅ ●●ｌ■■　▼ 馳　　　　駆ヨほＫＨ服迂讃削拶劇痛拙㌶ †　ｔ

陶
誠監讃溺衝動戎蛸郡添

懇※く′補、ン、そ、弟、競ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 み、野だ　＿ ㌫㍑淡
覧　 地　 区 ｌ戸　 別 ｌ社　 員 地　　 区 ！戸　 別

立　 屋　 敷 15 ．20 0 18 ．500 頃　 末　 北 57，20 0 6 1，50 0

伊　 左　 座 27．2∞ 雄誹評 頃　 東　 商 89 ．5∞ 10．〔〉∞

みずほ団地 64．60 0 5 ，000 ヰ八 14．000 1 1．00 0

1 1 5，鵬 ガ誹 帥 古　　 儀 44 ：8∝）

二　 町　 住 8，60 0 4 ．000 新　 生　 街 10 ，000 9．50 0

下　　　 二 豊浦鋤 19 ，8的 樋　　　 口 悪 ，4㈱

下 二 町 住 9．75 0 猪　　　 熊 104 ，000 1 6．50 0

入江興産社宅 4 ，抑 猪 熊 町 住 37 ，的0

林　 住　 宅 1．80 0 おかの台団地 100 ，800

吉　 田　 － 49 ，∝船 高 松 団 地 140 ．0∞ 3 ．㈲

吉　 田　 二 76．00 0 2 3 ，500 梅ノ木団地東 88 ．200

吉　 田　 三 糾 ，9翰 24，5同 梅ノ木団地西 35 ，8礪

吉 田 団 地 118，640 50 0 古 賀 団 地 10 ．000

美吉野 団地 割譲齢 高 尾 団 地 43 ，∝幻 漱 紬

鯉 口 団 地 21，300 宮　 尾　 台 2 ，600

鯉日団地分課 顆 ，2肪

●
試
験
区
分
と
採
用
予
定
数

行
政
事
務
糾
人
　
学
校
事
務
6
人

警
察
事
務
3
0
人
　
栄
養
士
7
人

●
受
験
資
格
　
昭
和
3
9
年
4
月
2
日
か

ら
昭
和
4
5
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
人
。
た
だ
し
、
栄
養
士
は
免
許

の
あ
る
人
か
、
来
年
5
月
ま
で
に
取

得
見
込
み
の
人
に
限
り
ま
す
。

●
試
験
日
　
　
8
月
節
目
（
福
岡
市
）

●
受
付
期
間
　
7
月
1
7
日
（
月
）
か
ら

7
月
2
8
日
（
金
）
ま
で

●
問
い
合
わ
せ
先

〒
8
1
2
福
岡
市
博
多
区
東
公
園
7
番
7

号
　
福
岡
県
人
事
委
員
会
事
務
局
任

用

謀

　

宙

（

0

9

2

）

6

4

1

局

3

8

8

3

番

病
院
で
検
査
を
受
け
て
も
、
す
ぐ
に

は
結
果
が
分
か
ら
な
い
　
ー
　
こ
ん
な
時

は
不
安
で
イ
ラ
イ
ラ
す
る
も
の
で
す
。

県
立
遠
賀
病
院
で
は
臨
床
検
査
デ
ー

タ
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
管
理
し
た
新
し

い
検
査
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
、
全
国
の

病
院
か
ら
注
目
を
あ
び
て
い
ま
す
。

そ
の
日
に
採
血
さ
れ
た
血
液
は
、
約

3
0
分
で
検
査
さ
れ
、
グ
ラ
フ
化
さ
れ
た

映
像
で
、
患
者
に
分
か
り
や
す
く
説
明

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

忙
し
い
人
、
せ
っ
か
ち
な
人
、
一
度

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

来
春
大
学
・
短
大
な
ど
を
卒
業
す
る

人
を
対
象
に
地
元
就
職
に
役
立
つ
　
「
就

職
ガ
イ
ダ
ン
ス
」
を
行
い
ま
す
。

●
北
九
州
会
場

小
倉
市
民
会
館
で
。
8
月
9
日
（
水
）

午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時
ま
で

●
福
岡
会
場

福
岡
市
の
電
気
ホ
ー
ル
で
。
8
月
7

日
（
月
）
午
後
1
時
3
0
分
か
ら
4
時

●
問
い
合
わ
せ
先

福
岡
学
生
職
業
セ
ン
タ
ー
⑪
（
0
9

2

）

7

1

4

局

1

5

5

6

番

次
の
方
々
か
ら
社
会
福
祉
協
議
会
に

ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
般
寄
付
と
し
て

遠
賀
郡
農
業
協
同
組
合

（
春
ま
つ
り
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
よ
り
）

香
典
返
し
と
し
て

●
古
賀
　
　
　
故
・
松
尾
シ
ツ
ヨ
様

松
尾
徳
之
祐
様

●
伊
佐
座
　
　
故
・
石
田
　
　
覚
様

石
田
　
愛
子
様

●
伊
左
座
　
　
故
・
柏
原
ミ
ス
ギ
様

柏
原
　
利
彦
様

●
高
松
団
地
　
故
・
本
田
　
春
義
様

本
田
　
梅
香
様

●
頃
末
　
　
　
故
・
山
本
　
寛
幸
様

山
本
　
泰
子
様
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本

　

炭

　

砿

　

㈹

「
閉
山
し
て
山
河
あ
り
」

水
巻
町
は
、
日
炭
跡
地
の
北
部
開
発
に
先
が
け
て
、
吉
田
地
区
の

炭
住
建
て
替
え
工
事
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
炭
住
七
百
九
十
八
戸
を

町
営
住
宅
に
か
え
る
住
宅
改
良
事
業
で
、
投
入
し
た
資
金
は
約
十
三

億
九
千
万
円
、
昭
和
四
十
九
年
に
完
成
し
た
。
ま
た
高
松
、
三
ツ
頭

な
ど
の
北
部
住
宅
改
良
事
業
に
投
入
し
た
資
金
は
約
五
十
億
円
、
こ

れ
ら
の
資
金
は
国
、
県
、
町
で
支
出
し
、
水
巻
町
に
お
い
て
は
約
二

十
六
億
円
を
負
担
し
た
の
で
、
そ
の
た
め
に
町
財
政
を
圧
迫
し
て
、

赤
字
団
体
指
定
寸
前
ま
で
追
い
込
ま
れ
た
。
と
こ
ろ
が
菊
池
資
本
は
、

こ
の
よ
う
な
水
巻
町
に
対
し
、
町
民
が
体
育
の
場
と
し
て
利
用
し
て

い
た
日
炭
の
高
松
グ
ラ
ン
ド
（
古
賀
地
区
）
を
、
町
が
寄
付
を
申
し

入
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
抵
当
物
件
で
あ
る
と
の
理
由
で
、
他
へ

転
売
し
て
宅
地
化
し
て
し
ま
っ
た
。

当
時
、
筑
豊
は
ど
の
ヤ
マ
に
お
い
て
も
閉
山
撤
収
す
る
際
は
、
従

業
員
や
地
域
住
民
の
要
望
を
入
れ
て
、
惜
別
の
余
韻
を
残
し
な
が
ら

温
か
い
処
置
を
し
て
、
歴
史
の
幕
を
閉
じ
た
も
の
で
あ
る
。
聞
く
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば
明
治
鉱
業
の
安
川
資
本
は
、
炭
鉱
隆
盛
の
戦
時
中
に

買
収
し
た
用
地
を
、
閉
山
後
、
も
と
の
地
主
に
整
地
ま
で
し
て
、
賃

貸
価
格
同
様
の
値
段
で
分
譲
し
て
い
る
。
ま
た
隣
の
大
正
鉱
業
に
お

い
て
も
、
昭
和
三
十
九
年
、
倒
産
同
様
の
特
別
閉
山
を
し
た
が
、
そ

れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
元
従
業
員
や
地
域
行
政
に
対
し
て
、
多
く
の
温

昔あった高松グランド（前方に見える山は豊前坊）

か
い
遺
産
を
残
し
て
い

る
。お
そ
ら
く
こ
の
よ
う

な
例
を
あ
げ
れ
ば
、
枚

挙
に
い
と
ま
な
い
が
、

そ
れ
は
鉱
害
で
家
屋
は

傾
き
田
畑
は
陥
落
し
て
、

住
民
に
多
大
の
迷
惑
を

か
け
た
配
慮
が
、
そ
う

さ
せ
た
の
で
あ
っ
て
、

ひ
と
り
日
炭
だ
け
は
閉

山
し
て
今
日
に
至
る
ま

で
、
地
域
住
民
に
対
し

惜
別
の
余
韻
を
残
す
、

う
れ
し
い
話
を
聞
か
な

い
。
そ
こ
に
は
「
閉
山

し
て
山
河
あ
り
」
で
、
あ
と
に
残
る
の
は
離
職
し
て
貧
困
に
あ
え
ぐ

元
従
業
員
と
、
財
政
の
た
て
直
し
に
躍
起
と
な
っ
た
町
行
政
、
そ
れ

に
二
つ
の
ポ
タ
山
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
つ
け
て
も
戦
時
中
に
自
刃
し
た
、
郷
土
の
先
輩
中
野
正
剛

先
生
の
言
葉
を
思
い
出
す
。
先
生
は
大
正
末
期
、
東
京
青
山
に
住
ん

で
郷
土
の
塾
生
や
学
生
を
、
多
く
寄
寓
さ
せ
て
貧
乏
し
て
お
ら
れ
た
。

あ
る
朝
、
こ
れ
を
塾
生
が
心
配
し
て
い
る
の
を
聞
い
て
、
朝
食
を
塾

生
と
共
に
し
な
が
ら
庭
先
の
ス
ズ
メ
を
さ
し
て
い
っ
た
。

お

れ

　

　

わ

ん

「
あ
の
ス
ズ
メ
に
俺
の
茶
碗
の
ご
飯
つ
ぶ
を
少
し
分
け
て
や
っ
て

も
、
俺
は
ど
う
し
た
こ
と
も
な
い
、
ま
た
空
腹
も
感
じ
な
い
。
し
か

し
ス
ズ
メ
に
な
る
と
腹
を
満
た
し
て
青
ん
で
大
空
へ
飛
ん
で
行
く
。

お
前
た
ち
も
心
配
し
な
い
で
腹
一
杯
食
べ
て
思
い
切
り
飛
び
立
つ
が

よ
い
。
そ
し
て
社
会
の
た
め
に
つ
く
す
こ
と
だ
」

（
「
進
藤
一
馬
回
顧
録
」
よ
り
）

こ
の
中
野
先
生
の
思
い
や
り
と
雅
量
が
、
菊
池
資
本
に
あ
っ
て
ほ

し
い
も
の
で
あ
る
。

お
お
や
ま
つ
み

と
こ
ろ
で
昨
年
、
筆
者
は
頃
未
と
古
賀
の
境
に
あ
る
大
山
砥
神
社

跡
を
尋
ね
た
。
神
殿
に
登
る
県
道
わ
き
の
鳥
居
に
「
日
本
化
学
工
業

株
式
会
社
遠
賀
鉱
業
所
」
　
「
昭
和
十
二
年
五
月
吉
辰
」
の
刻
字
が
、

い
や
で
も
目
に
つ
く
。
こ
の
神
社
は
通
称
「
山
ノ
神
」
と
い
っ
て
昭

和
十
一
年
、
祭
神
を
愛
媛
県
大
三
島
神
社
か
ら
分
祖
し
た
日
炭
の
守

護
神
で
あ
る
。
そ
の
と
き
参
拝
に
き
た
老
婆
と
会
っ
た
。
話
を
聞
け

ば
、
「
わ
た
し
の
息
子
は
閉
山
す
る
前
、
坑
内
事
故
で
殉
職
し
ま
し
た
。

ま
い

家
が
神
道
で
、
こ
う
し
て
月
の
命
日
に
お
詣
り
を
し
て
い
ま
す
が
、

あ
れ
か
ら
二
十
年
、
わ
た
し
は
月
詣
り
を
一
度
も
欠
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
」

み
た
ま

と
こ
ろ
が
、
こ
の
神
社
の
御
霊
は
閉
山
時
、
す
で
に
大
三
島
神
社

へ
返
霊
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
老
婆
は
、
御
霊
の
な
い
神
社
跡
に
月

詣
り
を
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
鳥
居
の
そ
ば
に
立
っ
て
い
る
と

元
従
業
員
で
あ
ろ
う
か
、
神
社
跡
に
向
っ
て
頚
を
さ
げ
て
通
る
人
も

い
た
。
戦
時
中
は
「
明
日
の
十
ト
ン
よ
り
今
日
の
一
ト
ン
」
を
合
言

葉
に
、
入
坑
す
る
ま
え
体
操
、
分
列
行
進
、
山
ノ
神
参
拝
を
繰
り
返

し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
、
そ
の
顔
に
は
炭
鉱
マ
ン
と
し
て
の
苦
労
の

シ
ワ
が
刻
ま
れ
て
い
た
。
お
そ
ら
く
今
で
も
多
く
の
町
民
は
、
ノ
こ
こ

を
神
社
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
に
違
い
な
い
。
願
わ
く
ば
町
民
の
心

を
ま
ど
わ
す
よ
う
な
使
用
ず
み
の
建
造
物
は
、
早
く
撤
去
し
て
も
ら

い
た
い
も
の
で
あ
る
。
ま
た
日
炭
は
、
山
ノ
神
を
な
ぜ
町
内
に
あ
る

神
社
に
合
祖
し
て
、
地
区
住
民
を
氏
子
に
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。

少
な
く
と
も
三
十
数
年
間
、
水
巻
町
の
地
底
を
守
っ
て
き
た
神
様
で

あ
る
。
も
し
日
炭
に
水
巻
を
愛
す
る
心
が
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
よ
う

な
処
置
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。

な
お
昔
か
ら
「
ヤ
マ
は
永
く
て
三
十
年
」
と
い
わ
れ
て
き
た
が
、

そ
れ
は
「
ヤ
マ
の
寿
命
は
短
く
、
人
と
物
へ
の
出
費
は
ほ
と
ほ
と
に

…
…
」
と
の
考
え
が
経
営
者
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
炭
住
、
ク
ラ
ブ

な
ど
の
建
造
物
は
可
能
な
限
り
古
材
を
使
用
し
、
日
炭
に
お
い
て
も

と
う
ろ
う
　
こ
ま
い
血

山
ノ
神
は
鳥
居
、
階
段
、
燈
龍
、
狛
犬
、
神
殿
の
土
台
に
至
る
ま
で
、

石
材
で
な
く
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
で
あ
る
。
こ
れ
は
炭
が
出
な
く
な
る

と
早
々
に
引
き
揚
げ
る
と
い
う
、
ヤ
マ
師
的
な
根
性
が
そ
う
さ
せ
た

の
で
あ
っ
て
、
と
く
に
移
入
資
本
の
経
営
者
は
こ
の
傾
向
が
強
い
。

と
こ
ろ
が
ヤ
マ
で
働
く
男
た
ち
は
、
そ
う
と
は
知
ら
ず
に
古
里
を
あ

と
に
し
て
、
ヤ
マ
を
一
生
の
仕
事
場
と
定
め
て
働
く
が
、
閉
山
と
も

な
れ
ば
経
営
者
は
、
蓄
財
を
ふ
と
こ
ろ
に
引
き
揚
げ
る
け
れ
ど
、
行

き
先
の
な
い
ヤ
マ
の
男
た
ち
は
、
そ
れ
か
ら
が
塗
炭
の
苦
し
み
を
す

る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
後
の
日
炭
に
つ
い
て
は
、
「
西
部
タ
イ
ム
ス
」
に
よ
れ
ば
閉

山
時
に
百
二
十
八
万
七
千
坪
あ
っ
た
社
有
地
は
、
四
十
九
年
三
月
末

に
四
十
三
万
坪
に
減
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
百
二
十
六
億
三
千
万
円
の

負
債
は
、
四
十
四
億
円
に
な
っ
た
と
い
う
。
も
っ
と
も
今
は
負
債
額

は
い
く
ら
か
、
ま
た
返
済
は
完
了
し
て
い
る
の
か
、
知
る
よ
し
も
な

い
が
、
社
有
地
は
机
社
宅
跡
地
の
約
三
万
坪
と
、
ま
だ
相
当
の
跡
地

が
あ
る
と
聞
く
。

思
え
ば
日
炭
が
三
好
鉱
業
を
買
収
し
た
の
は
、
昭
和
九
年
七
月
で

あ
る
。
そ
れ
よ
り
閉
山
に
至
る
三
十
八
年
間
、
日
炭
は
水
巻
町
に
お

い
て
君
臨
し
、
ま
た
水
巻
町
は
日
炭
の
企
業
城
下
町
と
し
て
栄
え
て

き
た
。
そ
の
間
、
町
に
は
鉱
産
税
が
入
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
日
炭

は
地
域
住
民
に
対
し
な
ん
の
奉
仕
を
す
る
こ
と
も
な
く
、
去
っ
て
行

こ
う
と
し
て
い
る
。
閉
山
以
後
の
水
巻
町
は
、
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ト

タ
ウ
ン
と
し
て
人
口
は
増
加
し
、
ま
た
荒
廃
し
た
町
を
窮
乏
か
ら
脱

却
し
よ
う
と
、
懸
命
の
努
力
を
し
て
い
る
の
が
今
日
の
姿
で
あ
る
。

た
だ
識
者
の
お
そ
れ
る
の
は
、
水
巻
の
地
を
利
用
す
る
だ
け
利
用

し
た
菊
池
資
本
が
、
こ
の
ま
ま
の
状
態
で
撤
退
す
る
こ
と
に
も
な
れ

ば
、
今
後
、
こ
れ
を
見
習
う
企
業
や
個
人
が
現
わ
れ
て
、
金
権
体
質

で
う
る
お
い
の
な
い
カ
サ
カ
サ
の
水
巻
町
に
変
ば
う
す
る
こ
と
で
あ

る
。
し
か
も
、
そ
の
醸
成
が
す
で
に
現
わ
れ
つ
つ
あ
る
の
を
、
悲
し

む
の
は
筆
者
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。

（
お
わ
り
）

（
文
）
郷
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